
 

※令和３年度以前入学生用 

学校番号 2002 

令和５年度 理科 

 

教科 理科 科目 (学)理科総合演習 単位数 ２単位 年次 ３年次 

使用教科書 改訂 科学と人間生活（東京書籍） 

副教材等 ニューサポート 改訂 科学と人間生活（東京書籍） 

 

１ 担当者からのメッセージ（学習方法等） 

皆さんは１年、２年で科学の基礎的な内容を大まかに学んできました。この科目では、科学全般か

ら一部の内容を抜粋して取り上げつつ、身近な事象・現象に関する観察や実験、演習などを通して科

学的な見方や考え方ができるようになることをめざしています。自然と人間生活との関わり、および

科学技術が人間生活に果たしてきた役割について、ぜひ考えてみてください。 

また、授業中のノートは、板書を書き写すだけでなく、自分なりにまとめたり、考え方のポイン

トや教員・クラスメイトの発言内容を書いたりなど、後から見ても分かる内容でメモを取るように

してください。 

 

 

２ 学習の到達目標 

科学の基本的な概念や原理・法則を学ぶことで科学的な見方や考え方を養ったり、科学に対する

興味・関心を高めたりしながら、科学技術の在り方について市民が意思決定するために必要な、科

学的な知識、能力、態度を身につける。 

 

 

３ 学習評価(評価規準と評価方法) 

観

点 
a:関心・意欲・態度 b:思考・判断・表現 c:技能 d:知識・理解 

観
点
の
趣
旨 

われわれの身近でおこる

事象・現象に興味・関心

を持ち、日常生活や社会、

未来と、科学がどのよう

につながっていくのか、

考えようとする態度を身

に付けている。 

 

与えられた課題をこなす

だけでなく、自ら課題を

見出し、解決を目指して

思考を深め、適切に判断

し工夫するための総合的

な能力を身に付けてい

る。 

 

実験に関する装置・器具

そのものや実験から得ら

れた結果を正しく取り扱

うことができ、実験で起

こる様々な現象を見逃さ

ない観察力や処理する方

法を身に付けている。 

 

身近でおこる事象・現象

やそれを支配する科学

の基本的な概念や原

理・法則などに関する基

礎的な知識を総合的に

身に付けている。 

 

評
価
方
法 

・授業に向かう姿勢 

・内容に関する関心 

・提出物の提出状況 

・自己評価＆相互評価 

 

・課題解決学習の発表 

・グループワークの 

取り組み 

・学習の取り組みを 

まとめたレポート 

・提出物 

 

・実験器具などの取り 

扱いの状況 

・グループワークの 

取り組み 

・学習の取り組みを 

まとめたレポート 

 

・定期考査 

・小テスト 

・提出物 

 



 

※令和３年度以前入学生用 

上に示す観点に基づいて、学習のまとまりごとに評価し、学年末に５段階の評定にまとめます。 

学習内容に応じて、それぞれの観点を適切に配分し、評価します。 

 

４ 学習の活動 

学
期 

単元 学習内容 

主な評価の観点 
単元（題材）の評価規準 

評価

方法 a b c d 

１
学
期
中
間 

生
命
の
科
学 

生物と光 ○   ○ 
a:光の刺激に対する植物･動物･ヒトの反応に興味・関心をも

ち、意欲的に探究できる 

b:さまざまな微生物について、その違いを説明できる 

c:顕微鏡を用いて細胞を適切に観察することができる 

d:生物に対する光のはたらきなどについて理解し、知識を身

に付けている 

授
業
中
の
態
度
・
提
出
物
・
レ
ポ
ー
ト
・
小
テ
ス
ト
・
定
期
考
査 

微生物と 

その利用 
 ○ ○  

１
学
期
期
末 

光
や
熱
の
科
学 

光の性質と 

その利用 
○ ○   

a:身近な光と色の現象や特徴について関心をもち、意欲的に

探究できる 

b:電磁波という広い概念をもって光の性質の違いなどを説明

できる 

c:観察によって熱運動と温度との関係を定性的に説明できる 

d:熱機関とその熱効率、および熱現象の不可逆性などを理解

できる 

熱の性質と 

その利用 

 

  ○ ○ 

２
学
期
中
間 

物
質
の
科
学 

材料と 

その再利用 
 ○  ○ 

a:くらしを支えるさまざまな金属やプラスチックに興味・関

心をもち、意欲的に探究できる 

b:持続可能な循環社会と資源の再利用の必要性について考察

し、考えを表現できる 

c:繊維の種類を見分ける実験や繊維の合成などを行い、基本

操作を習得するとともに、それらの過程や結果を的確に記録、

整理できる 

d:代表的な金属の種類、特徴、用途、製錬法や合金の種類・

特徴などを理解し、知識を身に付けている 

衣料と食品 ○  ○  

２
学
期
期
末 

宇
宙
や
地
球
の
科
学 

身近な天体と 

太陽系に 

おける地球 

○ ○   

a:私たちを取り巻く自然環境の成り立ちに興味・関心をもち、

意欲的に探究できる 

b:大気の役割や、風と海流のしくみについて考察し、考えを

表現できる 

c:活断層の調査や緊急地震速報発令時の行動分析などを行

い、基本操作を習得するとともに、それらの過程や結果を的

確に記録、整理できる 

d:自然災害と人間生活について考え、災害から命や社会を守

るための対策を自ら考えることができる 

身近な 

自然景観と 

自然災害 

  ○ ○ 

３
学
期 

ま
と
め 

課題研究  ○  ○ 

a: 自然や科学技術と人間生活とのかかわりについて関心を

もち、意欲的に探究できる 

b: 設定した課題の仮説の検証について科学的に考察し、考え

を表現できる 

c: 自然や科学技術と人間生活とのかかわりについての適切

な課題を設定し、観察・実験などを行い、基本操作を習得す

るとともに、それらの過程や結果を的確に記録、整理できる 

d: 自ら設定した課題について、考察・仮説の検証の方法を理

解し、知識を身に付けることができる 

レ
ポ
ー
ト
・
発
表 



 

※令和３年度以前入学生用 

 

※ 表中の観点について a:関心・意欲・態度   b:思考・判断・表現 

c:技能         d:知識・理解 

 

※原則として一つの単元（題材）で全ての観点について評価することとなるが、学習内容（小単元）の各 

項目において特に重点的に評価を行う観点（もしくは重み付けを行う観点）について○を付けている。 

 


